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笑
顔
あ
ふ
れ
る

�

郷
土
の
た
め
に

新年のごあいさつ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
平
成
26
年
の
新
春
を
迎
え
、
新
し
い
年

が
町
民
の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
良
い

年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
問
題
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
急
速
な
進

展
、
円
高
か
ら
一
転
し
て
の
大
幅
な
円
安

傾
向
、
そ
の
一
方
で
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

よ
る
年
２
％
の
目
標
を
抱
え
た
イ
ン
フ
レ

数
値
、
４
月
に
は
消
費
税
を
始
め
と
し
た

増
税
が
予
定
さ
れ
、
今
後
の
国
民
生
活
へ

の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
の
潮
流
に
的
確
に
対

応
す
る
た
め
に
も
、
情
勢
を
し
っ
か
り
見

極
め
な
が
ら
本
町
の
置
か
れ
て
い
る
諸
課

題
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
そ
れ
で
は
町
の
施
策
の
取
組
状
況
、
平

成
26
年
度
の
施
策
な
ど
を
い
く
つ
か
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
始
め
に
、
平
成
26
年
４
月
よ
り
、
部
制

か
ら
課
制
へ
の
変
更
を
は
じ
め
と
し
た
新

た
な
組
織
機
構
に
よ
り
、
事
務
事
業
を
執

行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

及
び
子
育
て
支
援
の
強
化
、
乳
幼
児
及
び

児
童
生
徒
に
関
す
る
窓
口
の
集
約
化
を
進

め
る
た
め
、
新
た
に
「
子
ど
も
課
」
を
設

置
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
組
織
間
の
連
携

を
密
に
す
る
た
め
に
、
福
島
銀
行
旧
坂
下

支
店
へ
教
育
部
の
一
部
を
移
設
さ
せ
ま
す
。

　
教
育
施
設
適
正
配
置
を
終
え
、
新
た
な

体
制
で
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
教
育
活
動

で
す
が
、
関
係
各
位
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
順
調
に
推
移
し
て
い

ま
す
。
坂
下
南
幼
稚
園
の
新
築
工
事
に
つ

き
ま
し
て
は
、
平
成
28
年
４
月
の
開
園
を

目
途
に
、
現
在
の
場
所
に
３
年
保
育
が
可

能
と
な
る
施
設
を
建
築
す
る
こ
と
で
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
４
月
に
地
区
公
民
館
か
ら
移
行
し

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
す
が
、

今
春
に
は
八
幡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

が
新
し
い
施
設
と
し
て
皆
さ
ま
に
ご
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
湯
川
村
と
共
同
で
整
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
「
人
の
駅
・
川
の
駅
・

道
の
駅
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
産
物
、

農
産
加
工
品
を
中
心
と
し
た
特
産
品
販
売

の
中
核
と
な
る
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、

町
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
た
め
の
重
要

な
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
平
成

26
年
度
中
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
我
が
国
が
人
口
減
少
期
に
あ
る
中
で
、

老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
維
持
更
新

を
ど
う
す
る
か
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
当
町
と
し
て
も
、
公
共
施
設

な
ど
を
中
心
部
に
集
約
す
る
こ
と
で
、「
歩

い
て
暮
ら
せ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
」
を

実
現
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
今
回
、
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
の
１
つ
と

し
て
、
４
月
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
が
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー(

金
・
銀
交
流
セ
ン
タ
ー)

に
移
転
し
ま
す
。

　
地
方
自
治
体
は
、
自
ら
の
判
断
と
責
任

で
、
主
体
的
な
運
営
を
行
な
う
こ
と
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
進
捗
で
特
色
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
私
が
町
長
に
就
任
し
て
半
年
が
経
過
い

た
し
ま
し
た
。「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
郷
土
の

た
め
に
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し

て
、
町
民
の
皆
様
の
心
に
届
く
よ
う
、「
継

承
・
創
造
・
進
化
」
と
い
う
３
つ
の
柱
の

実
現
と
会
津
坂
下
町
の
発
展
の
た
め
に
、

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
町
政
推
進
に
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と
と
も
に
、
本
年

が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
最
良
の
年
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
年

頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る

�

郷
土
の
た
め
に

会津坂下町長

齋　藤　文　英
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住民の声

　
住
民
の
皆
様
の
意
見
・
要
望
・
提
案

や
苦
情
も
含
め
、
公
聴
す
る
仕
組
み
と

し
て
、
広
報
あ
い
づ
ば
ん
げ
の
５
月
号

に
折
り
込
み
ま
し
た
「
住
民
の
声
」
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
11
月
末
に
お
い
て
手
紙
、
メ
ー
ル
等

で
23
件
の
投
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

　「
住
民
の
声
」
に
記
名
投
書
さ
れ
た

方
に
は
、
直
接
回
答
を
し
て
お
り
ま
す
。

（
外
部
に
は
氏
名
の
公
表
は
い
た
し
ま

せ
ん
。）

　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
建
設
的
な

投
書
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
投
書
用
紙
は
中
央
公
民
館
、
役
場
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　
　
町
道
勝
大
線
の
拡
幅
を

　
諏
訪
神
社
前
か
ら
厚
生
病
院
に
向
か

う
狭
い
道
路
を
広
く
し
て
ほ
し
い
。

�

（
坂
下
地
区
　
記
名
）　

【
回
答
　
建
設
部
】

　
ご
指
摘
の
町
道
勝
大
線
は
、
都
市
計

画
道
路
「
坂
下
牛
沢
線
」
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
自
治
会
長
会
か
ら

も
拡
幅
要
望
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
車
両
の
安
全
走
行
と
歩
行
者
の
安
心

安
全
を
確
保
す
る
た
め
準
備
作
業
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

　
用
地
買
収
方
式
に
よ
る
整
備
計
画
の

も
と
、
今
後
、
地
区
説
明
会
を
開
催
し

意
見
を
拝
聴
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま

す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
経
費
の
一
部
負

担
と
い
う
対
応
は
、
多
く
の
課
題
が
あ

り
引
き
受
け
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ

り
ま
す
。

　
従
っ
て
私
道
の
除
雪
は
実
施
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
一
日
も
早
い
除
染
を

　
自
宅
で
セ
シ
ウ
ム
の
測
定
を
し
た
ら

雨
水
の
流
れ
落
ち
る
と
こ
ろ
は
基
準
値

よ
り
高
か
っ
た
。
一
日
も
早
い
町
全
体

の
除
染
を
お
願
い
す
る
。

�

（
若
宮
地
区
　
記
名
）　

【
回
答
　
総
務
部
】

　
住
宅
地
の
除
染
は
、
平
成
25
年
か
ら

３
年
間
の
予
定
で
実
施
し
て
お
り
、
若

宮
地
区
は
25
年
度
の
実
施
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
計
画
ど
お
り
除
染
作
業
が
進
む
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
私
道
の
除
雪
は
無
理
か

　
私
道
の
除
雪
は
で
き
な
い
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
が
、
住
民
で
協
力
金
を
出

し
て
も
い
い
の
で
除
雪
を
し
て
も
ら
え

な
い
か
。

�

（
坂
下
地
区
　
記
名
）　

【
回
答
　
建
設
部
】

　
私
道
は
個
人
の
所
有
す
る
も
の
で
あ

り
管
理
に
つ
い
て
も
個
人
が
行
う
も
の

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
秘
書
広
報
班
　
☎
84
―
２
４
７
７

　より皆さんに読んでいただける広報紙を作成するために、
広く町民の皆さんの意見をお聞きしたく「広報あいづばん
げ」のモニターを募集します。
▼対象　町内在住の10代以上の男女　10名程度
▼内容　広報を読んでアンケートを記入し郵送で提出。
　　　　※会議などは行いません。
▼募集期間　１月24日（金）
▼その他　ご協力いただいた方には粗品（図書カード）を
　　　　　お贈りします。
▼申込・問い合わせ先
　秘書広報班　TEL 84－2477　FAX 83－1361

「広報あいづばんげ」モニター募集
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申告に必要な書類の準備はもうお済みですか？

●通帳用印鑑及び通帳（口座番号のメモでも結構です）。

●所得金額を証明する書類（源泉徴収票（コピー不可）、支払調書、収支計算書等）。

　※農業・事業収支は帳簿等にまとめておいてください。領収書等の持参だけでは受付できません。

※平成25年12月31日の年齢でご確認ください。

★ご注意ください★

　▼問い合わせ先

　･所得証明等の発行や、保育料・児童扶養手当・国民健康保険税等の算定のため申告が必要になる

場合があります。特に消費税率改定に伴う簡素な給付措置においては、住民税非課税者が対象とな

ることから申告が必ず必要となってきますのでご注意ください。

　　税務管理班（１階右側⑥窓口）　TEL８４－１５０２　　　会津若松税務署　TEL２７－４３１１

●その他申告内容に応じて必要な書類（各種保険料控除用の支払証明書等）。

申告が必要な人 ～チェックしてみましょう～

Ｑ：平成25年１月１日から１２月３１日までに収入がありましたか？

●公的年金保険料の領収書又は支払額が確認できるもの。

●医療費等控除用の領収書（医療費控除をする方のみ。確認後お返しします。）

●介護保険の要介護認定（要介護１～５）を受けている方で「障がい者控除対象者認定書」の交付を受けた
　方は認定書（障がい者控除の対象になります）。詳しくは　役場保険年金班　TEL８４－１５１３　まで

　申告の相談が２月１３日から各地区コミュニティセンター等で始まります。この申告は、昨年１

年間の収入を申告していただくもので、所得税額を確定させることはもちろんですが、町県民税や

国民健康保険税などの課税の基礎となる大切なものです。忘れずに申告をしてください。

申告時に必要なもの

収入あり

公的年金のみ

給与所得のみ

６５歳以上で年金収入が１４８万円未満
６５歳未満で年金収入が９８万円未満

６５歳以上で年金収入が１４８万円以上
６５歳未満で年金収入が９８万円以上

収入なし

年末調整が済んでいない
控除の追加や訂正をしたい

勤務先から給与支払報告書が提出さ

れていない

勤務先から給与支払報告書が提出さ

れている（年末調整が済んでいる）

所得の種類が公的年金でも給与でもない
（例：個人年金、不動産、農業、営業、シルバー配当金等）

複数の所得がある
（例：年金と給与、給与と不動産、公的年金と個人年金等）
※２カ所以上から給与を受けている人も含みます。

遺族年金・障害年金・失業給付のみ

申告は
不要です

申告は
不要です

所得税申

告は不要

ですが、

町県民税

の申告は

必要です。

申告が
必要です

申告が
必要です

申告が
必要です

平成26年　町県民税・所得税申告相談が始まります
～申告期限は3月17日(月)です～

申告相談が始まります
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月 日 曜日

13 木

14 金

15 土

16 日

17 月

18 火

19 水

20 木

21 金

22 土

23 日

24 月

25 火

26 水

27 木

28 金

1 土

2 日

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土

9 日

10 月

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

16 日

17 月

☆ 役場での受付はしておりませんので申告会場へお越しください。

☆

☆

e-Tax（電子申告）の講習会を開きます

２
月

３
月

沼越

長井 大上・袋原

三谷・下政所 青津

休日

立川・御池田

片門・洲走 窪倉・舟渡

広瀬コミュニティセンター

海老沢・細工名・束原・新村

牛沢・蛭川

若宮コミュニティセンター 樋渡・大江・沖・水島 金沢・上新田・中新田

休日

矢ノ目・上金沢

川西コミュニティセンター

　３月５日～３月１７日の１１日間、中央公民館でe-Ｔaxの講習会を開いています。上記の受付時間中であれば、いつで

も講習を受けられますのでお気軽にご利用ください。講習を受けながら申告書の作成・送付までできるため大変便利で

す。

☆必要な物：住民基本台帳カード（有効な公的個人認証が格納されているもの）

　＊カードの取得は、申請から１～２週間かかるのでお早めにお手続きください。

　＊カードの詳細については、戸籍環境班（８４－１５００）にお問い合わせください。

申告会場は混雑するため、特定の日に集中しないよう地区を指定しています。指定地区以外の方も受付けます

が、できるだけ指定日に申告されるようお願いします。

中央公民館では「指定地区」「地区以外」に分けて受付していますが、混雑時は「指定地区」優先となりますので、

あらかじめご了承ください。なお、３月９日（日）、１５日（土）、１７日（月）午後は地区の指定はありません。

休日

牛沢

休日

広瀬コミュニティセンター

中央公民館

青木

高寺コミュニティセンター

中政所・和泉川原

地区指定なし中央公民館

中央公民館 諏訪町

勝方・大村

村田・村田新田・履形

柳町中央公民館 本町・鉄砲町

中央公民館

新町中央公民館

新富町

新町

茶屋町

【受付時間】

　午前の部　午前８時３０分～１１時３０分まで

　午後の部　午後１時～４時まで

川西コミュニティセンター 見明・津尻 宇内

午後の部申告相談会場 午前の部

平成２６年  申告相談日程表

高寺コミュニティセンター 窪・赤城新田・杉山

新舘・八日沢

中央公民館

休日

福原・上開津・中開津 金上・樋口分・太田谷地・新開津

広瀬コミュニティセンター 五香・西青津

天屋・本名

若宮コミュニティセンター

緑町・杉・船窪

古坂下

中央公民館 桜木町 新栄町

地区指定なし

休日

金上コミュニティセンター

古坂下

中央公民館

中村・原・羽林

八幡コミュニティセンター

気多宮・大沢・平井 塔寺二区・朝立・和泉

塔寺塔寺

休日

八幡コミュニティセンター

上町・小原

金上コミュニティセンター

若宮コミュニティセンター

休日

中央公民館 橋本・仲町 地区指定なし

中央公民館 地区指定なし 地区指定なし

総務部　税務管理班からのお知らせ
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町内の保育所・幼稚園・小学校・

中学校から、子どもたちの学校

での様子をお伝えします！

　坂下南幼稚園では、各クラス

で作成したキラキラの三角帽子

をかぶり、サンタさんへ願いを

込めてクラスみんなで、「あわ

てんぼうのサンタクロース」を

歌いました。その後、先生たち

によるベルを使った「キラキラ

星」の演奏が行われ、園児たち

からは、「先生がんばって！上

手！上手！」などの声援があり

思わず笑ってしまう場面もあり

ました。

　サンタさんがやってくると、

園児たちは大喜び！歓声を上げ

て駆け寄りました。各クラスか

ら色々な質問があり、「どこか

ら来たんですか？トナカイはい

ないの？」等の質問にサンタさ

んが答え、園児たちは興味津々

な顔で聞いていました。　

　12月17日、坂下南・東幼稚園でお楽しみ会が開催され、サンタクロースが

やってきました！

　坂下東幼稚園では、みんなで

「あわてんぼうのサンタクロー

ス」を歌った後に、木の実シア

ターさんから音楽に合わせて一

緒に踊る遊びやクリスマスにち

なんだ紙人形劇のプレゼントが

ありました。園児たちは楽しく

周りの友達と声かけをしながら

参加しニコニコ顔でした。

　サンタさんが登場すると園児

たちは、目を輝かせ元気よくあ

いさつし、各クラスからは「サ

ンタさんはどうやってきたんで

すか？なんで白いヒゲなんです

か？サンタさんはたくさんいる

んですか？」等の質問があり、

英語で話したサンタさんの言葉

を通訳してもらいました。サン

タさんからカルタやすごろく等

のプレゼントが手渡されると、

うれしそうな表情で園児ひとり

ひとりがお礼を言いました。
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ないの？」等の質問にサンタさ

んが答え、園児たちは興味津々
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やってきました！
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ス」を歌った後に、木の実シア

ターさんから音楽に合わせて一

緒に踊る遊びやクリスマスにち

なんだ紙人形劇のプレゼントが

ありました。園児たちは楽しく

周りの友達と声かけをしながら

参加しニコニコ顔でした。

　サンタさんが登場すると園児

たちは、目を輝かせ元気よくあ

いさつし、各クラスからは「サ

ンタさんはどうやってきたんで

すか？なんで白いヒゲなんです

か？サンタさんはたくさんいる

んですか？」等の質問があり、

英語で話したサンタさんの言葉

を通訳してもらいました。サン

タさんからカルタやすごろく等

のプレゼントが手渡されると、

うれしそうな表情で園児ひとり

ひとりがお礼を言いました。

「人の駅・川の駅・道の駅」拠点整備事業 湯川村・会津坂下町共同企画

　今月号の「道の駅インタビューコーナー」は、湯川村勝常地区の長谷川美佳さん、会津坂下町子育てサークル「で
んでん虫」からお話を聞きました。子どもを持つ女性、また消費者の視点から、道の駅に期待することなどに
ついてご意見をいただきました。

○
交
流
促
進
施
設
の
会
議
室
は
、
屋
内
遊
び

場
と
し
て
開
放
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
ど
ん
な
機
能
が
あ
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
か
。 

長
谷
川

：

家
の
中
に
置
け
な
い
よ
う
な
大
き

な
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。
う
ち

の
子
の
場
合
、
木
製
の
お
も
ち
ゃ
が
あ
る
遊

び
場
に
行
く
と
、
木
の
香
り
や
肌
触
り
が
い

い
の
か
、
落
ち
着
い
て
遊
ん
で
い
る
ん
で
す
。

で
も
私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
子
ど
も
達
に

は
外
で
遊
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
て
、

す
べ
り
台
や
ブ
ラ
ン
コ
が
あ
る
と
う
れ
し
い

で
す
。
昔
の
こ
と
で
す
が
母
と
一
緒
に
自
宅

か
ら
歩
い
て
阿
賀
川
に
行
っ
た
思
い
出
が
あ

る
の
で
、
私
も
子
ど
も
と
一
緒
に
散
歩
し
な

が
ら
道
の
駅
へ
遊
び
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

○
道
の
駅
で
ど
ん
な
催
し
・
イ
ベ
ン
ト
が
あ

れ
ば
、
子
ど
も
と
一
緒
に
行
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
か
。

長
谷
川

：

芝
生
の
広
い
場
所
を
生
か
し
た
移

動
動
物
園
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
、

子
ど
も
で
も
動
物
に
触
れ
合
う
体
験
が
で
き

て
お
も
し
ろ
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

ま
た
給
湯
室
も
あ
る
と
親
も
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
く
つ
ろ
げ
そ
う
で
す
ね
。

○
ト
イ
レ
情
報
休
憩
棟
に
も
畳
敷
き
の
小
上

が
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。
さ
て
、
道
の
駅
で
ど
ん
な
催
し
・

イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
行
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
か
。

◆
例
え
ば
、
屋
内
だ
っ
た
ら
料
理
教
室
や
図

画
工
作
の
教
室
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
、
屋
外
で
は
魚
の
つ
か
み
取
り
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
芋
煮
会
、
雪
が
あ
る
季
節
は
ソ
リ

遊
び
な
ど
、
あ
と
動
物
に
触
れ
ら
れ
る
場
所

や
、
道
の
駅
ス
タ
ー
ト
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

も
い
い
と
思
い
ま
す
。

○
道
の
駅
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
飲
食
シ
ョ
ッ
プ

に
は
、
ど
ん
な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
か
。

◆
小
さ
な
子
ど
も
は
量
が
食
べ
ら
れ
な
い
の

で
、
子
ど
も
向
け
の
食
事
は
安
く
提
供
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
あ
と
会
津
坂
下
町
、
湯
川

村
は
お
米
が
お
い
し
い
の
で
、
子
ど
も
で
も

食
べ
や
す
い
、
い
ろ
ん
な
種
類
の
お
に
ぎ
り

を
売
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
夏
に
は
美

味
し
い
か
き
氷
も
販
売
し
て
ほ
し
い
で
す
し
、

特
産
品
の
馬
肉
イ
ベ
ン
ト
も
い
い
と
思
い
ま

す
。

○
最
後
に
、
整
備
さ
れ
る
「
道
の
駅
」
は
、

ど
ん
な
施
設
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
か
。

◆
ど
ん
な
お
店
で
も
、
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
が

親
切
だ
と
ま
た
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
、
お
店
も
ス
タ
ッ
フ
も

明
る
く
、
清
潔
な
雰
囲
気
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
げ
る
お
店
づ

く
り
や
広
報
な
ど
を
通
し
て
道
の
駅
か
ら
の

情
報
を
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
く
だ
さ
い
。

ウ
サ
ギ
や
ヤ
ギ
は
子
ど
も
も
喜
び
ま
す
よ
ね
。

ま
た
夏
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
秋
に
は
芋
煮
会

な
ど
、
器
具
の
貸
出
と
食
材
も
準
備
し
て
も

ら
え
れ
ば
手
ぶ
ら
で
行
っ
て
も
大
丈
夫
で
す

よ
ね
。

○
道
の
駅
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
飲
食
シ
ョ
ッ
プ

に
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
で
す

か
。

長
谷
川

：

メ
ニ
ュ
ー
表
に
カ
ロ
リ
ー
や
栄
養

成
分
が
し
っ
か
り
表
示
さ
れ
て
い
る
と
、
安

心
し
て
子
ど
も
に
も
食
べ
さ
せ
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
特
に
ア
レ
ル
ギ
ー
表
示
は
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

子
ど
も
と
一
緒
に

外
で
遊
ん
で
食
事
も
で
き
る
施
設
な
の
で
、

滞
在
時
間
が
長
く
な
り
そ
う
で
す
。

○
道
の
駅
協
議
会
で
は
、
特
産
品
開
発
に
も

力
を
入
れ
て
い
て
、
地
元
農
産
物
を
使
っ
た

商
品
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

長
谷
川

：

湯
川
村
で
は
保
健
師
さ
ん
や
栄
養

士
さ
ん
の
指
導
も
あ
っ
て
、
添
加
物
の
入
っ

て
い
な
い
物
を
子
ど
も
に
は
食
べ
さ
せ
た
い

と
思
っ
て
い
る
お
母
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
ぜ
ひ
体
に
優
し
い
商
品
を
つ
く
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。

○
整
備
さ
れ
る
「
道
の
駅
」
は
、
ど
ん
な
施

設
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
か
。

長
谷
川

：

お
店
の
中
の
雰
囲
気
が
明
る
く
、

会
津
弁
で
か
ま
わ
な
い
の
で
ス
タ
ッ
フ
み
ん

な
が
感
じ
良
く
親
し
み
や
す
い
接
客
だ
と

「
ま
た
行
き
た
い
な
」
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

地
元
に
あ
る
施
設
な
の
で
、
多
く
の
お
客
様

で
に
ぎ
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
近
く

の
方
は
子
ど
も
た
ち
と
遊
べ
る
場
所
と
し
て
、

遠
く
か
ら
訪
れ
る
方
は
地
域
の
情
報
発
信
基

地
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し

い
で
す
ね
。

○
で
ん
で
ん
虫
さ
ん
で
は
、
定
期
的
に
活
動

さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
内

容
で
す
か
。

◆
私
た
ち
子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
で
ん
で
ん
虫
」

は
、
毎
週
水
曜
日
活
動
し
て
い
ま
す
。
会
員

は
11
家
族
で
、
幼
稚
園
入
園
前
の
15
人
の
子

ど
も
た
ち
と
季
節
毎
に
イ
ベ
ン
ト
を
自
分
た

ち
で
考
え
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
で
き
る
小
さ
な

お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家
族
の
方
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

○
交
流
促
進
施
設
の
会
議
室
は
、
屋
内
遊
び

場
と
し
て
開
放
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
は
ど
ん
な
機
能
が
あ
れ
ば
う
れ

し
い
で
す
か
。�

◆
屋
内
で
す
の
で
、
木
製
の
お
も
ち
ゃ
や
体

を
使
っ
て
遊
ぶ
遊
具
が
あ
れ
ば
、
子
ど
も
た

ち
も
喜
ぶ
と
思
い
ま
す
。
あ
と
特
に
冬
期
間

の
日
曜
日
は
屋
内
で
遊
べ
る
公
共
施
設
が
少

な
い
の
で
、
会
議
室
を
開
放
し
て
い
た
だ
け

る
と
、
子
ど
も
と
一
緒
に
利
用
し
た
い
で
す
。

長谷川美佳さん

「でんでん虫」の皆さん
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町史編さんだより

　
　「
古
墳
時
代
へ
」

　「
会
津
坂
下
町
郷
土
学
習
副
読
本
‐
　

�

坂
下
学
の
す
す
め
」
か
ら
　

　
　
土
器
と
埴
輪
か
ら

　
会
津
坂
下
町

に
は
約
六
十
基

以
上
の
古
墳
が

あ
り
ま
す
。
本

格
的
な
調
査
か

ら
、
杵
ガ
森
古

墳
（
新

富

町
）

が
今
の
と
こ
ろ

会
津
地
方
で
は

最
古
級
段
階
の

前
方
後
円
墳
で

あ
る
こ
と
、
ま

た
、
亀
ヶ
森
古
墳
（
青
津
）
が
埴
輪
の
発
見

な
ど
か
ら
、
四
世
紀
に
遡
る
古
墳
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
古
墳

時
代
は
凡
そ
三
世
紀
か
ら
七
世
紀
の
時
代
を

指
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
限
ら
ず
当
町
の
古
墳
か
ら
出
土

し
た
土
器
に
は
北
陸
系
の
も
の
の
他
、
隣
接

各
方
面
の
影
響
を
受
け
た
も
の
が
あ
り
、
こ

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
武
具
・
農
具
な
ど

鉄
器
の
製
造
や
織
物
製
作
を
行
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。
特
に
、
鉄
器
の
製

造
は
当
時
の
先
進
技
術
で
す
。
そ
の
鍛
冶
職

人
は
、
関
東
・
甲
信
地
方
か
ら
移
住
し
て
来

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
カ
マ
ド
や
土
器

に
同
地
方
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
と
の
見
解
か

ら
で
す
。
当
時
の
人
々
は
、
サ
ケ
、
コ
イ
、

ウ
グ
イ
、
鹿
、
猪
な
ど
を
食
べ
て
い
た
こ
と

が
、
カ
マ
ド
内
に
残
っ
た
骨
か
ら
わ
か
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
当
時
の
人
々
の
精
神
生
活
が
う
か

が
え
る
祭
祀
跡
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
土

器
に
何
か
を
入
れ
て
供
え
、
模
造
品
の
玉
を

辺
り
に
ま
い
て
神
事
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。

　
と
こ
ろ
で
、
天
候
は
今
で
も
稲
作
に
と
っ

て
重
要
な
要
素
で
す
。
天
気
予
報
な
ど
不
可

能
な
時
代
に
あ
っ
て
は
、
明
日
の
天
気
や
災

害
の
予
測
に
必
要
な
様
々
な
努
力
を
し
た
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
祭
祀
に
よ

る
祈
り
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
「
中
平
遺
跡
」
を
概
観
す
る
と
、
武

具
・
農
具
や
織
物
製
作
の
職
人
達
が
住
み
、

祭
祀
を
行
う
集
落
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
職
人
達
は
、
前
の
居
住
地
で

得
た
様
々
な
知
識
や
情
報
を
活
用
し
て
、
集

落
で
の
生
活
を
豊
か
に
し
た
と
思
わ
れ
る
の

で
す
。

　
　
仏
教
の
伝
来

　
伝
承
で
は
、
会
津
地
方
に
仏
教
が
伝
わ
っ

た
の
は
、
こ
の
古
墳
時
代
の
六
世
紀
中
頃
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
伝
え
た
の
は
当
時
の
中

国
の
僧
青
岩
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
阿
賀
野
川

の
上
流
を
目
指
し
会
津
入
り
し
た
と
推
測

さ
れ
ま
す
。
一

つ
の
見
方
と
し

て
、
青
岩
は
当

時
の
中
央
政

府
の
情
報
を
基

に
、
肥
沃
な
土

地
で
異
文
化
の

受
容
に
寛
大
な

土
地
を
求
め

て
、
高
寺
山
に

草
庵
を
結
び
、

布
教
活
動
を
し

た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
高
寺
山(

標
高
四
百
一
メ
ー
ト
ル)

は
近
く
の
山
と
比
較
し
て
一
番
高
く
、
今
の

会
津
坂
下
町
を
一
望
に
見
渡
せ
ま
す
。

　
青
岩
も
、
稲
作
地
帯
に
豪
族
の
古
墳
が
あ

る
の
を
見
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
豪
族
を
中
心

に
各
集
落
が
ま
と
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
、
布

教
に
も
多
い
に
役
立
っ
た
こ
と
と
推
測
さ
れ

ま
す
。
そ
の
豪
族
は
、
中
央
政
府
か
ら
派
遣

さ
れ
た
か
、
政
府
に
協
力
的
な
地
元
の
人
物

で
、
仏
教
に
理
解
を
示
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
仏
教
に
接
し
た
当
時
の
人
々
は
、

大
変
な
驚
き
を
抱
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
し
か
し
、
人
と
物
の
交
流
地
点
で
あ
る
当

時
の
会
津
坂
下
町
で
は
、
仏
教
も
拒
絶
か
ら

受
容
へ
と
変
遷
を
辿
り
、
次
の
時
代
の
文
化

の
柱
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
青
岩
が
ま
い

た
仏
教
と
い
う
種
が
実
っ
て
い
く
素
地
が
、

様
々
な
交
流
で
育
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
す
。

�

問
い
合
わ
せ
先
　
町
史
編
さ
ん
室
　

�

☎
83
―
２
２
３
４
㈹
　

の
こ
と
か
ら
当
時
の
会
津
坂
下
町
は
、
文
化

圏
の
交
差
す
る

地
点
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り

ま

す
。
ま

た
、

畿
内
系
の
古
墳

を
つ
く
る
よ
う

な
豪
族
が
肥
沃

な
土
地
を
求
め

て
、
こ
の
会
津

盆
地
を
目
指
し

て
来
た
と
も
推

測
さ
れ
る
の
で

す
。

　
一
方
、
町
内
の
古
墳
か
ら
出
土
す
る
埴
輪

に
つ
い
て
は
、
関
東
方
面
や
中
通
り
・
浜
通

り
方
面
と
の
交
流
に
着
目
す
る
見
方
が
あ
り

ま
す
。
何
と
い
っ
て
も
、
大
小
の
川
が
流
れ

る
会
津
盆
地
は
稲
作
に
適
し
た
土
地
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
、
当
時
の
大
和
政
権
の
勢
力

や
他
地
方
の
人
々
を
引
き
寄
せ
る
大
き
な
魅

力
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
古
墳
時
代
の
集
落

　
津
尻
集
落
の
北
側
に
古
墳
時
代
の
「
中
平

遺
跡
」
が
あ
り
ま
す
。
凡
そ
五
、
六
世
紀
に

当
た
り
ま
す
。
阿
賀
川
が
洪
水
で
堰
き
止
め

ら
れ
た
た
め
、
当
時
の
集
落
は
水
没
し
、
後

世
に
遺
跡
と
し
て
厚
い
砂
の
層
に
覆
わ
れ
た

状
態
で
発
見
さ
れ
た
の
で
す
。
竪
穴
住
居
に

は
雨
水
が
入
ら
な
い
よ
う
に
周
り
を
高
く
す

る
周
堤
帯
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
土
屋
根

を
葺
い
た
竪
穴
住
居
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

く
、
古
く
な
っ
た
住
居
は
倉
庫
に
使
用
さ
れ

た
形
跡
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
鍛
冶
工
房
跡
や
多
く
の
編
物
石

杵ガ森古墳（新富町）

　川西地区方面から望む

埴輪（経塚古墳出土　塔寺）

土器 : 壷（杵ガ森古墳出土）

土器 : 高坏（杵ガ森古墳出土）

高寺山
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食育だより

「早ね、早起き、朝ごはん」の合言葉で食育に取り組んでいます！

今月は東小学校の食育学習の様子をご紹介します。

朝ごはんについて

町給食センター主催の「わたしがつくる朝ごはんコンテスト」へ 25点の応募をしました。

上学年の部の第二次審査に進んだ２人の作品と二次審査会（調理実習）の様子をご紹介します。

また、児童会給食委員会から、朝ごはん啓発ポスターを作成し、学習発表会に合わせ、掲示しました。

収 穫 活 動

一生懸命に作業をし、収穫の喜びを味わいました。

支援学級（はばたき学級）では芋掘り、

５年生では稲刈りの収穫作業を行ないました。

給 食 時 間 に つ い て

１年生も上手に準備ができるようになりました!!

入賞：カラフル 朝ごはん優秀賞：モーニング夏のハッピー

４年２組

桑原 希さん

５年３組

千代 拓夢さん

☆１月19日は食イクの日・家庭料理の日です☆
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図書室だより

○ ブックスタート実施のお知らせ

1月 21 日（火）に、10 か月児健診のお子さん

を対象に絵本を手渡す『ブックスタート』を行い

ます。

場所：健康管理センター

時間：10 か月児健診時

中央公民館

図書室だより Vol.43
中央公民館図書室 TEL 83-3010 （定休日:毎月第２火曜日）

新しい年のスタートです！

図書室では、今年も多くの皆様のご利用をおまちしています。

今年の大河ドラマは『軍師官兵衛』。信長、秀吉、家康の三英傑に重用されながらも、あり余る才能ゆえ

に警戒され、秀吉には自分の次の天下人とまで恐れられた男、黒田官兵衛とはどのような人物だったのか

がわかる、おすすめの本をご紹介します。

このほかにも新着本がまだまだあります。

ぜひ、図書室へお越し下さい。

小説 黒田如水 （新潮社文庫）

吉川英治 著

新潮社

播州御着城城主・小寺政職の家老・黒田官兵衛

は、織田信長と盟を結ぶため、岐阜へ赴き、秀

吉の知遇を得る。天下無双の軍師官兵衛の半生

を描く歴史小説。

小説 播磨灘物語；上・中・下

司馬遼太郎 著

講談社

「町角で別れたあとも余韻ののこる感じの存在

である。友人にもつなら、こういう男を持ちた

い。」と、あとがきで官兵衛をそう評する司馬遼

太郎が描き上げた黒田官兵衛像とは。

小説 はなとゆめ

冲方丁 著

角川書店

帝の后・中宮定子に仕えることになっ

た清少納言の生涯を、華やかな平安文

化と権力争いを背景に描いた小説で

す。

分類 本のタイトル 著者名 出版社

人物 ゼロ 堀江貴文 著 ダイヤモンド社

小説 疾風ロンド（実業之日本社文庫） 東野圭吾 著 実業之日本社

小説 なぎさ 山本文緒 著 角川書店

随筆 ヒトに問う 倉本聰 著 双葉社

郷土 武者たちの舞台；下 福島民報社 編 福島民報社

物語 鏡の中の秘密の池 （シノダ！） 富安陽子 作 偕成社

図書室にも、赤ちゃ

ん対象の絵本がたく

さんありますので、

ご利用ください。
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TOWN TOPICS

会津坂下消防署が無火災200日達成で表彰！！

リエゾン協定を締結　災害時、国から情報連絡員を派遣

　12月４日、町と国土交通省東北地方整備局は、災害時における情報交換

に関する協定(リエゾン協定)を結びました。調印式では、齋藤町長が署

名、押印して、災害時の連携を申し合わせました。

　協定は国土交通省が自治体の災害対策を支援し、災害発生時にリエゾン

(災害対策現地情報連絡員)２人程度を、災害自治体の災害対策本部に派遣

します。自治体から道路の通行止め、地域の孤立化、避難勧告などの被災

情報を集め、需要に応じてヘリの調査飛行ルート、災害対策機械の派遣状

況などの情報を提供します。

　リエゾンはフランス語で「つなぐ」を意味します。

　11月27日、会津坂下消防署の大八木消防署長と齋藤副署長が、当町で無

火災200日を達成したことにより会津若松地方広域消防本部から表彰をさ

れた報告のため来庁しました。無火災200日以上の会津管内の市町村は会

津坂下町のみであり、大八木消防署長からは消防団の活動をはじめ、町民

の方々の防災意識の重要性についてお話をされました。今後も、会津坂下

消防署では火災予防に努め、注意を呼びかけていきます！

　会津坂下町の埋蔵文化財発掘調査

や町史編さん事業及び近隣市町村の

文化財保護に貢献したことが認め

られ、11月11日、国立劇場において

瑞宝双光章を授与されました。

　11月18日に受賞報告のため役場を

訪れ、齋藤町長より長年の文化財保

護活動への感謝とお祝いのことばが

ありました。

古川利意氏
『瑞宝双光章』を受賞！！

陽だまりの会　

会主　酒井　紀子　様

「現金3万339円」

町の文化活動の一助として

ご寄付に感謝します
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TOWN TOPICS

㈱あいづダストセンター
事業系一般廃棄物・粗大ごみ等

廃棄物のことならお気軽にご相談ください
□本 社／会津若松市神指町大字南四合字才ノ神 461 TEL 0242-36-5351
□事業所／柳津町大字藤字鶴ヶ峯 4330-23 TEL 0241-42-2890

　会津坂下町を応援したい方々から、本年度も多くのご寄附

をいただきました。今回は平成25年中にご寄附いただき、掲

載の同意をいただいた方をご紹介します。

○神奈川県　二瓶　武様　　　　○埼玉県　　土屋　洋一様

○東京都　　鳥居　由幸様　　　○長野県　　髙橋　弘様

○神奈川県　髙久銀二郎様　　　○神奈川県　高橋　隆二様

○埼玉県　　髙久　銀夫様　　　○京都府　　桑原　裕祐様

○埼玉県　　金子　和孝様　　　○神奈川県　綱島　恒松様

○静岡県　　坂内厚夫・歩実様　○東京都　　江川　和宏様

他

平成25年ふるさと納税ご寄附者の紹介

事業名 件数 金額（円）

「一人ひとりの個性と創造力を

伸ばす、人を育むまち」事業
5 ７８５，０００

「みんなが元気で、安心して暮ら

せるまち」事業
5 ８０８，０００

「人が集まり活力がある産業が

生まれるまち」事業
3 ３７５，０００

「田舎らしさを大切にし、自然が

輝き笑顔あふれるまち」事業
3 ３１０，０００

「地域とまちがひとつの絆で結

び合う連携のまち」事業
２ １００，０００

その他町長が必要と認める事業 5 ２９０，０００

合計 23 ２，６６８，０００

　この寄附金は平成26年度の町

の事業に使わせていただきます。　

大変ありがとうございました。

▼寄附の方法

　　銀行振込み・郵便振込み・

　　現金書留・持参

▼税の優遇措置

　　寄附金のうち２千円を超える額が、一定限度額まで所得

　　税・住民税から軽減されます。

※町外の友人、知人からのお問い合わせがありましたらご紹

　介ください。

▼問い合わせ先　行政経営班　TEL 84－1532

平成25年度会津坂下町表彰式

　会津坂下町の功労者への表彰式が12月1２日、

中央公民館大研修室で行われました。

　受賞された方は、特別功労表彰２名、功労表彰

21名、善行表彰２名、合計で25名の皆さんです。

　受賞された皆さまへ敬意と感謝を申し上げます｡

特　別　功　労　表　彰

町　　　長　竹内　　俊（牛沢）

町議会議員　千葉　親子（ 原 ）

善　行　表　彰

集会所用地土蔵２棟寄贈　酒井　俊一郎（福島市）

坂下南、東小学校へ除雪機寄贈　坂下小学校 慈育会

（順不同）・（敬称略）

功　労　表　彰

消　防　団　猪股　裕信(桜木町) 小平　　徹(橋本)

　　　　　　永山　和志(長井)　 長谷川弘文(片門)

　　　　　　石見　一成(窪倉)

統計調査員　樋口　　　(桜木町) 渡部　正之(牛沢)

　　　　　　八百坂吉広(樋口分) 齋藤　秀一(見明)

民生児童委員　堀　　尚子(古坂下) 佐　　高子(新町)

　　　　　　永山　武雄(袋原)

土地区画整理
審議会委員　

小林　和夫(古坂下)

校　　　医　星　　　智(本 町) 赤城　靖隆(古坂下)

　　　　　　平野　篤雄(古坂下) 渡邊　一雄(桜木町)

　　　　　　　原　秀樹(本 町) 玉木　玄一(新富町)

　　　　　　小久保俊一(古坂下) 星　　迪子(本 町)
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TOWN TOPICS

　11月25日に会津坂下町防雪サブセ

ンターにおいて、除雪機械安全運転

祈願祭及び出動式が行われました。

出動式では、若林建設班長の発声に

よりオペレーターが迅速に点検を行

い、出動準備を行いました。

　積雪の際は、町直営10台と委託業

者23台の除雪機械により除雪作業を

行い道路等の整備にあたります！

除雪機械安全運行
祈願祭及び出動式

　坂下南・東小学校の６年生が税金

の勉強をしました。

　町役場税務管理班の職員が先生と

なり、税金の目的や種類について説

明し、１億円のレプリカ（重さ10㎏）

を利用してお金の重さを体感したり

しました。

　授業の最後には活発な質問があり

「国の税収はどのくらいですか？」､

「役場の建設費はどのくらいですか

？」など様々な質問に町職員が丁寧

に説明していました！

坂下南・東小学校で
租税教室開催！ 　文化財防火デーは、昭和24年１月

26日奈良県にある法隆寺金堂が火災

になり、国宝十二面壁画の大半を焼

失したことがきっかけで昭和30年１

月26日に定められました。

　わが町にも重要な文化財がたくさ

んあり、それらのほとんどが木造の

ため、いったん火がつくと全て焼失

してしまうので、絶対に守らなけれ

ばなりません。

　今年は、青龍寺付近（大江）を会

場に火災防御訓練（消火訓練や初期

消火訓練）を実施しますので、地域

住民の方々の訓練参加・参観をお願

いいたします。

　訓練時間帯は付近の通行規制が行

われますのでご理解とご協力をお願

いいたします。

▼日時　１月26日（日）

　　　　午前10時30分

▼場所　青龍寺付近（大江）

▼問い合わせ先

　情報防災班　TEL 84－1533

歴史を守ろう！
文化財防火デー火災防御訓練

お詫びと訂正

　11月号「広報あいづばんげ」の５ページに掲載しましたＣ：環境セン

ター負担金事業の「9,000,000円」は「5,000,000円」の誤りです。並びに

Ａ・Ｂ・Ｃの事業に支出した残額の「1,645,483円」は「5,645,483円」の

誤りです。ここに、お詫びして訂正いたします。　

▼問い合わせ先　

　戸籍環境班　TEL 84－1500
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募　

集

平
成
26
年
度
会
津
学
生
寮
の

入
寮
生
募
集

▼
所
在
地

　
東
京
都
文
京
区
千
石
１
―
４
―
16

　（
Ｊ
Ｒ
巣
鴨
駅
下
車
徒
歩
15
分
）

▼
室
内
設
備

　
洋
式
個
室
（
机
、
椅
子
、
ベ
ッ
ド
、

　
押
入
、
エ
ア
コ
ン
）

▼
寮
内
設
備

　
食
堂
、
集
会
室
、
浴
室
、
洗
面
・

　
洗
濯
所

▼
募
集
人
員
　
15
名
程
度

▼
必
要
経
費

○
入
寮
金
（
入
寮
時
の
み
）

　
７
０
０
０
０
円

○
寮
費
等
（
食
費
込
月
額
）

　
４
７
０
０
０
円

※
食
事
は
日
曜
・
祭
日
を
除
き
朝
夕

　
２
食

▼
応
募
資
格

①
保
護
者
が
現
在
会
津
に
居
住
す
る

　
か
会
津
出
身
で
あ
る
こ
と
。

②
東
京
都
又
は
そ
の
近
郊
の
大
学
入

　
学
者
（
原
則
４
年
制
）、
又
は
２

　
学
年
に
進
級
す
る
在
学
生
。

③
健
康
で
共
同
生
活
の
で
き
る
男
子

　
学
生
。

▼
提
出
方
法

　
募
集
関
係
書
類
は
会
津
坂
下
町
教

育
委
員
会
・
会
津
管
内
県
立
高
校
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
提
出
書
類
は
、

会
津
若
松
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限

　
１
月
14
日（
火
）～
２
月
13
日（
木
）

　
必
着

▼
問
い
合
わ
せ
先

○
会
津
若
松
市
教
育
委
員
会

　
教
育
総
務
課

　
☎
39
―

１
３
０
２

　
〒
９
６
５
―

０
８
７
１

　
会
津
若
松
市
栄
町
５
―

17

○
会
津
学
生
寮

　
☎
03
―

３
９
４
７
―

０
３
２
５

　
〒
１
１
２
―

０
０
１
１

　
東
京
都
文
京
区
千
石
１
―

４
―

16

小
学
生
～
高
校
生
の
た
め
の

春
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

　
公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研

修
協
会
で
は
、
８
事
業
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
体
験
を
通
し
て
、

お
互
い
の
理
解
や
交
流
を
深
め
、
国

際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

ま
す
。
お
ひ
と
り
で
ご
参
加
に
な
る

方
が
８
割
以
上
、
は
じ
め
て
海
外
へ

行
か
れ
る
方
が
６
割
以
上
の
ご
参
加

で
す
の
で
、
事
前
研
修
会
で
は
仲
間

作
り
か
ら
丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。

▼
内
容

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

文
化
交
流
・
学
校
体
験
・
英
語
研
修
・

地
域
見
学
・
野
外
活
動
な
ど

▼
派
遣
先

　
米
国
・
英
国
・
豪
州
・
カ
ナ
ダ
・

フ
ィ
ジ
ー
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・

フ
ィ
リ
ピ
ン

▼
日
程

　
３
月
26
日（
火
）～
４
月
６
日（
日
）

　
９
～
11
日
間

※
事
業
に
よ
り
異
な
る

▼
説
明
会

　
全
国
12
都
市
、
１
月
下
旬

※
入
場
無
料
・
予
約
不
要

▼
参
加
費

　
２
９
．８
万
円
～
４
３
．８
万
円

※
１
月
27
日
（
月
）
ま
で
に
お
申
込

　
の
方
は
、
早
割
り
で
１
万
円
割
引

　
い
た
し
ま
す
。

▼
締
切

　
２
月
３
日
（
月
）

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　
公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研

　
修
協
会

　
〒
１
４
１
―

０
０
３
１

　
東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７
―

15
―

　
４
　
第
３
花
田
ビ
ル
４
階

　
☎
03
―

６
４
１
７
―

９
７
２
１

　E
-m

a
il�in

fo
@
k
sk

k
.o
r.jp

出
前
講
座
・
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
師
募
集

　
あ
な
た
が
持
っ
て
い
る
幅
広
い
知

識
を
町
民
の
方
々
の
た
め
に
活
か
し

て
み
ま
せ
ん
か

　
生
涯
学
習
推
進
本
部
（
町
）
で
は

『
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
』

を
行
政
の
講
座
（
情
報
提
供
）
だ
け

で
は
な
く
、
町
民
の
方
々
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
師
と
し
て
登
録
し
て
い
た

だ
き
、
優
れ
た
知
識
や
特
技
な
ど
を

町
民
団
体
・
学
習
サ
ー
ク
ル
等
の
求

め
に
応
じ
て
、
広
く
教
え
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
あ
な
た
が
お
持
ち
の
優

平
成
25
年
度 

第
６
回

会
津
坂
下
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

「
ば
ん
げ
の
イ
イ
と
こ
発
見
！
」

作
品
募
集
中
！

　
６
月
号
の
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し

て
お
り
ま
す
が
、
町
内
の
「
イ
イ
な

ぁ
～
と
思
え
る
写
真
」
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

　
締
め
切
り
間
近
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

▼
募
集
テ
ー
マ

　『
会
津
坂
下
町
内
の
「
イ
イ
な
ぁ

　
～
」
と
思
え
る
写
真
』

○
自
然
･
風
景
部
門
（
雄
大
な
自
然

　
や
美
し
い
風
景
を
テ
ー
マ
と
し
た

れ
た
知
識
や
特
技
な
ど
を
生
か
し
て

「
こ
ん
な
講
座
を
や
っ
て
み
た
い
」

と
思
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師

を
町
民
の
方
か
ら
広
く
募
集
い
た
し

ま
す
。

▼
例
え
ば･･･

○
講
座
名
　

　
昔
遊
び
体
験
教
室

○
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

　
○
○
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
対
象
者
　
一
般
・
小
中
学
生
全
般

○
講
師
　
○
○
○
○

▼
申
込
期
限

　
２
月
14
日
（
金
）
ま
で

▼
申
込
方
法

　
会
津
坂
下
町
中
央
公
民
館
に
直
接

申
込
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
町
中
央
公
民
館
　

　
☎
83
―

３
０
１
０

　
部
門
）

○
人
物
･
く
ら
し
部
門
（
祭
り
や
人

　
々
の
く
ら
し
を
テ
ー
マ
と
し
た
部

　
門
）

※
ご
注
意

・
写
真
の
規
格
は
「
四
切
プ
リ
ン
ト

　（
カ
ラ
ー
）」
と
し
、
黒
枠
等
は
作

　
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
応
募
は
各
部
門
２
点
ま
で
と
し
、

　
作
品
の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

・
被
写
体
人
物
の
肖
像
権
や
プ
ラ
イ

　
バ
シ
ー
に
十
分
ご
配
慮
の
上
、
責

　
任
を
持
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
表
彰

　
審
査
会
を
開
催
し
、
各
部
門
と
も
、

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
１
点
、
入

選
数
点
を
選
定
し
表
彰
し
ま
す
。

　
地
元
物
産
品
を
賞
品
と
し
て
贈
呈

し
ま
す
。

▼
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

・
締
切
　
１
月
31
日
（
金
）
必
着

・
応
募
先
　

　
産
業
部
商
工
観
光
班
（
東
分
庁
舎
）

　
☎
83
―

５
７
１
１

※
応
募
票
が
備
え
付
け
て
ご
ざ
い
ま

　
す

　
産
業
部
商
工
観
光
班

　

　
☎
83
―

５
７
１
１
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健
康
・
子
育
て

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
私
た
ち
の
体
の
中
を
流
れ
て
い
る

血
液
は
、
生
き
て
い
る
細
胞
で
あ
り
、

長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
工
的

に
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
輸

血
に
必
要
な
血
液
を
い
つ
で
も
十
分

に
確
保
し
て
お
く
た
め
に
は
、
絶
え

ず
誰
か
の
献
血
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
実
施
日
　
１
月
30
日
（
木
）

▼
場
所
・
時
間
　

　
会
津
坂
下
町
役
場
前

　
午
前
９
時
30
分
～
12
時
30
分

　
午
後
２
時
～
午
後
４
時
30
分

※
当
日
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協

　
力
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象

①
16
～
69
歳
の
方

※
65
歳
以
上
の
方
は
60
～
64
歳
ま
で

　
に
献
血
経
験
の
あ
る
方

②
体
重
　
男
性
45
㎏
以
上
の
方

　
　
　
　
女
性
40
㎏
以
上
の
方

③
過
去
に
輸
血
を
受
け
た
経
験
が
な

　
く
、
現
在
健
康
な
方

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　
健
康
増
進
班�

　
☎
83
―

１
０
０
０

Ｎ
Ｉ

Ｖ
Ｏ

の
理

事
長

が
代

り
ま

し
た

暮
らし

暮
ら
し

Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ｏ
の
理
事
長
が
代
り
ま

し
た

　
12
月
１
日
付
で
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
市
民
活
動
支
援
組
織
Ｎ
Ｉ
Ｖ

Ｏ
の
理
事
長
が
交
代
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

旧

：

鈴
木
伸
司

新

：

藤
田
勝
彦

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者

の
皆
様
へ

　「
国
民
年
金
基
金
制
度
の
ご
案
内
」

　
国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
、
農

業
な
ど
の
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保

険
者
の
方
々
が
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を

過
ご
せ
る
よ
う
、
国
民
年
金
に
上
乗

せ
す
る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

○
加
入
で
き
る
の
は
、
国
民
年
金
に

　
加
入
し
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未

　
満
の
方
で
す
。

○
加
入
は
任
意
で
、
色
々
な
年
金
の

　
タ
イ
プ
か
ら
現
在
の
状
況
や
将
来

　
設
計
に
あ
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が
で

　
き
ま
す
。

○
年
金
受
給
前
や
保
証
期
間
内
に
お

　
亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合
、
ご
家

　
族
に
一
時
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　（
保
証
が
な
い
タ
イ
プ
の
年
金
も

　
ご
用
意
し
て
い
ま
す
）

○
掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
、

　
受
け
取
る
年
金
は
公
的
年
金
等
控

　
除
の
対
象
に
な
り
、
税
制
面
で
優

　
遇
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
国
民
年
金
基
金

　
☎
０
１
２
０
―

65
―

４
１
９
２

　
〒
９
６
０
―

８
０
４
３

　
福
島
市
中
町
１
番
19
号
　
中
町
ビ

　
ル
５
Ｆ

　h
ttp

:/
/
w
w
w
.fn

p
f.o

r.jp
/

会
津
坂
下
町
ま
ち
な
か
ガ
イ
ド

(

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド)

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
旅
先
で
地
元
の
方
か
ら
ご
当
地
な

ら
で
は
の
情
報
や
歴
史
な
ど
案
内
し

て
い
た
だ
く
と
、
新
た
な
発
見
が
あ

っ
て
楽
し
い
で
す
よ
ね
。
こ
の
よ
う

に
観
光
客
の
皆
さ
ん
を
案
内
す
る

「
会
津
坂
下
町
ま
ち
な
か
ガ
イ
ド
」

の
皆
さ
ん
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。
現

在
12
名
の
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
が
、
観

光
に
訪
れ
る
方
々
か
ら
の
依
頼
や
Ｊ

Ｒ
の
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
な
ど

で
活
躍
さ
れ
、
ご
利
用
い
た
だ
い
た

方
々
か
ら
も
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
お
友
達
な
ど
が
お
越
し

の
際
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
ガ
イ
ド
希
望
日
の
１
週
間
前
ま
で

に
申
込
く
だ
さ
い
。

※
一
部
経
費
等
を
ご
負
担
い
た
だ
く

　
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
り
ま
す
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
し
て
い

　
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

　
す
！

　
町
内
の
歴
史
な
ど
を
学
び
な
が
ら
、

　
楽
し
く
交
流
し
ま
せ
ん
か
？

　
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
部
商
工
観
光
班
　

　
☎
83
―

５
７
１
１

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
税
務
職
員
を
装
っ
た
者
か
ら
の
不

審
な
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
国
税
局
や
税
務
署
の
職
員
を
名
乗

　
る
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、
ア
ン
ケ

　
ー
ト
や
年
金
受
給
調
査
と
称
し
て
、

　
個
人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る

　
事
例
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

・
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

　
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
若
松
税
務
署
　
総
務
課

　
☎
27
―

４
３
１
１

研修に取り組む「まちなかガイド」の皆さん
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社会福祉協議会・ＮＰＯ法人こころの森が移転します

▼移 転 日

平成26年3月 1日（土）

（平成26年2月16日より老人福祉センター

は借用できません）

▼移転場所

会津坂下町保健福祉センター２階

（金銀交流サロン）

▼問い合わせ先

生活部福祉班（③番窓口）

TEL 84-1522

●健康管理

センター

●役場

49

●老人福祉

センター

●坂下厚生

総合病院
●坂下南

小学校

●

保健福祉セ
ンター

　老人福祉センターの取り壊しに伴い、社会福祉協議会・ＮＰＯ法人こころの森が会津坂下町保健福祉
センター（金銀交流サロン）に移転します。町民の皆様には、大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご協
力をお願いいたします。

暮
ら
し

申
告
書
作
成
会
場
を

開
設
し
ま
す

　
税
務
署
で
は
、
所
得
税
、
個
人
事

業
者
の
消
費
税
及
び
贈
与
税
の
確
定

申
告
書
の
作
成
を
行
う
た
め
の
会
場

を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時

　
２
月
３
日
（
月
）
～

　
３
月
17
日
（
月
）
の
午
前
９
時
か

　
ら
午
後
４
時
ま
で

※
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く

▼
場
所

　
会
津
ロ
イ
ヤ
ル
プ
ラ
ザ
２
階

　（
野
口
英
世
青
春
通
り
）

▼
注
意
事
項

　
例
年
、
３
月
に
入
り
ま
す
と
大
変

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
作
成
会
場
に
は
駐
車
場
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
税
務
署
庁
舎
内
に
は
、
申
告
書
作

　
成
会
場
は
設
置
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
若
松
税
務
署

　
☎
27
―

４
３
１
１

避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
へ

　
福
島
県
で
は
、
県
外
に
避
難
さ
れ

て
い
る
皆
様
に
、
全
国
の
避
難
者
支

援
団
体
な
ど
が
開
催
す
る
交
流
会
や

相
談
会
な
ど
の
情
報
を
提
供
す
る
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
避
難
先
で
の
暮
ら
し
に
関
す
る
情

　
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
お
立
寄
り
く
だ
さ
い

　
交
流
や
出
会
い
の
場
が
あ
り
ま

　
す
！

○
ご
自
由
に
お
使
い
く
だ
さ
い

　
学
習
や
遊
び
に
便
利
な
ス
ペ
ー
ス

　
の
ご
紹
介

○
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
困
っ
た
時
に
は
専
門
家
が
そ
ば
に

　
い
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp

:/
/
fu

k
u
sh

im
a
.ip

n
-civ

il.
　n

et/

　「
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
」
で

　
検
索
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
東
日
本
大
震
災
支
援
全
国
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
事
務
局

　
☎
03
―

３
２
７
７
―

３
６
３
６

　
福
島
県
生
活
環
境
部
避
難
者
支
援

　
課

　
☎
０
２
４
―

５
２
３
―

４
１
５
７

障
害
者
控
除
の
申
請
に
つ
い
て

　
申
告
す
る
本
人
ま
た
は
扶
養
親
族

が
、
平
成
25
年
12
月
31
日
現
在
、
介

護
保
険
の
要
介
護
１
～
５
（
要
支
援

を
除
く
）
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方

は
、『
障
害
者
控
除
』
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
に
は
、
確
定
申
告

（
町
県
民
税
申
告
）
を
す
る
際
に
、

町
が
発
行
す
る
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

保
険
年
金
班
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
持
参
品
等

　
○
介
護
保
険
被
保
険
者
証

　
○
印
鑑

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
保
険
年
金
班
（
⑤
番
窓
口
）

　
☎
84
―

１
５
１
３

催
し
・
講
座

大
好
評
「
お
ふ
く
ろ
ク
ッ
キ
ン

グ
」
を
開
催
し
ま
す

　
毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
、「
お
ふ
く
ろ
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
託
児
室
も
設
け

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
お
ふ
く

ろ
の
味
に
挑
戦
し
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー

を
増
や
し
ま
し
ょ
う
!!

○
お
ふ
く
ろ
ク
ッ
キ
ン
グ
①

　
伝
え
た
い
お
ふ
く
ろ
の
味

▼
日
時

　
１
月
22
日
（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

▼
場
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
会
津
の
家
庭
料
理

○
お
ふ
く
ろ
ク
ッ
キ
ン
グ
②

　
郷
土
料
理
に
挑
戦

▼
日
時
　
３
月
予
定

▼
場
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
に
し
ん
の
山
椒
漬

他
　

★
対
象
者
は
40
代
ま
で

　
男
性
大
歓
迎

★
参
加
費
は
１
回
３
０
０
円
で
す
。

★
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
を
ご
持
参
く

　
だ
さ
い
。

★
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
１
月

　
15
日
ま
で
に
託
児
の
有
無
も
併
せ

　
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
83
―

１
０
０
０

そ
の
他

糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
か
ら
の

お
知
ら
せ
！

　
い
つ
も
、
糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
を

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
は
、
初
市
の

日
の
１
月
14
日
（
火
）
臨
時
営
業
い

た
し
ま
す
の
で
ご
来
館
下
さ
い
。
翌

日
の
15
日
（
水
）
を
振
替
休
館
と
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
指
定
管
理
者

　
㈱
会
津
ば
ん
げ
公
共
サ
ー
ビ
ス

　
☎
83
―

１
１
５
１

就業時間：８：３０～１７：００の間の５時間４５分 職 種：製造担当

休 日：会社休日カレンダーによる 免 許 資 格：普通自動車免許一種

賃 金：時給７７４円 募 集 人 数：若干名

年 齢：１８歳以上 加入保険等：雇用・労災

問 合 せ：８３－３８５０ （町雇用推進協議会からの情報提供です）

パートさん募集! !パートさん募集! !（新舘地内）（新舘地内）
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社会福祉協議会・ＮＰＯ法人こころの森が移転します

▼移 転 日

平成26年3月 1日（土）

（平成26年2月16日より老人福祉センター

は借用できません）

▼移転場所

会津坂下町保健福祉センター２階

（金銀交流サロン）

▼問い合わせ先

生活部福祉班（③番窓口）

TEL 84-1522

●健康管理

センター

●役場

49

●老人福祉

センター

●坂下厚生

総合病院
●坂下南

小学校

●

保健福祉セ
ンター

　老人福祉センターの取り壊しに伴い、社会福祉協議会・ＮＰＯ法人こころの森が会津坂下町保健福祉
センター（金銀交流サロン）に移転します。町民の皆様には、大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご協
力をお願いいたします。

そ
の
他

防
ご
う
油
の
流
出
事
故
！

　
冬
本
番
を
む
か
え
、
家
庭
で
も
灯

油
等
を
取
り
扱
う
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。
万
が
一
、
灯
油
タ
ン
ク
か
ら

の
移
し
替
え
や
配
管
の
破
損
等
に
よ

り
河
川
へ
油
が
流
出
し
た
場
合
に
は
、

火
災
や
水
質
汚
染
な
ど
流
域
に
住
む

方
々
に
深
刻
な
被
害
を
与
え
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
の
処
分
費
用
は
油

を
流
し
た
方
が
支
払
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
油
の
流
出
事
故
を
防

ぐ
よ
う
に
心
が
け
、
次
の
点
に
注
意

し
て
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
点
検

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
暖
房
器
具
、
配

　
管
に
亀
裂
や
老
朽
化
が
な
い
か
必

　
ず
確
認
し
、
異
常
を
見
つ
け
た
ら

　
早
め
の
交
換
や
修
理
を
依
頼
し
て

　
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
残
量
は
定
期
的

　
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
タ

　
ン
ク
内
の
油
の
減
り
方
が
著
し
い

　
と
き
は
、
油
漏
れ
が
な
い
か
確
認

　
し
ま
し
ょ
う
。

○
安
全
の
た
め
に
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク

　
の
容
量
以
上
の
防
油
堤
（
流
出
防

　
止
装
置
）
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

▼
取
扱
い
上
の
注
意

○
給
油
中
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
使
用
後
は
バ
ル
ブ
や
コ
ッ
ク
な
ど

　
を
完
全
に
閉
め
ま
し
ょ
う
。

○
不
用
に
な
っ
た
油
は
適
切
に
処
理

　
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
事
故
発
生
時
の
対
応

○
油
を
流
出
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、

　
ま
た
は
発
見
し
た
場
合
は
、
す
ぐ

　
に
布
や
新
聞
紙
等
で
回
収
し
ま
し

　
ょ
う
。

※
水
で
流
す
と
油
の
汚
染
を
広
げ
て

　
し
ま
う
の
で
、
絶
対
や
め
ま
し
ょ

　
う
。

○
河
川
等
に
流
入
さ
せ
て
し
ま
っ
た

　
場
合
や
油
が
流
れ
て
い
る
の
を
発

　
見
し
た
場
合
は
、
町
役
場
、
消
防

　
署
ま
た
は
県
の
地
方
振
興
局
に
通

　
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
戸
籍
環
境
班
（
②
番
窓
口
）　

　
☎
84
―

１
５
０
０

　
情
報
防
災
班
　

　
☎
84
―

１
５
３
３

　
会
津
坂
下
消
防
署
　

　
☎
83
―

４
１
０
０

　
会
津
地
方
振
興
局
　
県
民
環
境
部

　
☎
29
―

３
９
１
２

五浪美術記念館より

※ は休館日です。

※１月は館内整理のため休館

いたします。

現在、館内整理のため休館しています。

2 月 22 日（土）より常設展を開催予定

です。

2 月の開館日

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28
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食品等の放射性物質簡易検査室が移転します。

します。町民の皆様には、大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご

平成２３年１２月から会津坂下町保健福祉センター（旧坂下保健所）で行っておりました放射性物

質簡易検査室が、下記の日程で移転

協力をお願いいたします。

移転日

▼移転場所

町役場北庁舎 1 階

▼問い合わせ先

総務部情報防災班

TEL ８４－１５３３

※北庁舎入口から入ってすぐ

左側になります。

※車の駐車は役場正面駐車場

にお止めください。なお、

面玄関からでも行くこと

ができます。

北庁舎入口

上下水道班

税務管

理班

出納室

生活部
放射能

対策室

ライヴァン通り

役場正面駐車場

放射性物質簡易検査室
正面玄関

１月６日（月）から１月２０日 までの間（この期間は､移転中のため検査ができません。）（月）

正

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況(平成25年11月末現在)

区　分 管��内 会津坂下町 区　分 管��内 会津坂下町

強 盗 1 1 自 転 車 盗 15 14

空き巣ねらい 2 自販機ねらい 2

忍 び 込 み 6 車 上 ね ら い 3 2

事 務 所 荒 し 部 品 ね ら い 2 1

出 店 荒 し 1 街頭犯罪合計 36 22

自 動 車 盗 1 1 全 刑 法 犯 125 87

オートバイ盗 3 3

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
警
察
署

　
☎
83
―

３
４
５
１

坂
下
警
察
署
か
ら

　
会
津
坂
下
町
で
は
11
月
中
、
刑
法

犯
の
発
生
が
15
件
あ
り
ま
し
た
。

１
１
０
番
通
報
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

　
事
故
・
事
件
な
ど
が
発
生
し
１
１

０
番
通
報
を
行
っ
た
際
、
そ
の
事
件
・

事
故
な
ど
を
い
ち
早
く
解
決
す
る
た

め
に
次
の
こ
と
を
お
尋
ね
し
ま
す
の

で
、
慌
て
ず
ゆ
っ
く
り
落
ち
着
い
て

お
答
え
く
だ
さ
い
。

○
何
か
あ
り
ま
し
た
か
？

　
交
通
事
故
・
泥
棒
・
喧
嘩
な
ど
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
い
つ
の
こ
と
で
す
か
？

　
今
か
ら
何
分
前
・
何
時
何
分
頃
な

ど
起
こ
っ
た
時
間
。

○
ど
こ
の
場
所
で
す
か
？
　

　
住
所
・
目
標
と
な
る
建
物
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
犯
人
は
誰
で
す
か
？
　

　
年
齢
・
服
装
・
体
格
な
ど
犯
人
の

特
徴
。

○
状
況
は
ど
う
で
す
か
？

　
事
件
・
事
故
の
簡
単
な
説
明
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
あ
な
た
は
誰
で
す
か
？

　
通
報
さ
れ
た
方
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
。

★
携
帯
電
話
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、

　
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
現
場
を
離
れ
ず
に
通
報
を

（
離
れ
て
し
ま
う
と
現
場
が
分
か
ら

注　

意

な
く
な
り
ま
す
。）

○
運
転
中
は
停
止
し
て
通
報
を

（
道
路
交
通
法
違
反
に
な
り
ま
す
。）

○
し
ば
ら
く
の
間
は
電
源
を
切
ら
な

　
い
で

（
聞
き
返
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。）
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注
　
意

○申し込みは原則、 土・日・祝日を除く

　午前8時30分～午後5時15分

○費用・料金等の記載のないものは無料

○ 「申込」 の記載があるものは事前に申し込みが必要

事　業　名 日　　時
開　催　場　所

申込 ･ 問い合わせ先
備　　　　　　考

すこやかキッズ

  1 月16日(木)

午前10時～　　　

　　　　11時30分 場　健康管理センター

問　TEL 83-1000

※申込みはいりません

対　 0 ～ 1  ・  1 ～  2 歳の子供と保護者

持　オムツ・ミルク・飲み物

内　ふれあい遊び

 1 月30日(木)

午前10時～　　　

　　　　11時30分

対　 2 歳～幼稚園入園前の子供と保護者

持　オムツ・飲み物

内　親子3B体操

ばんげ保育所に

遊びにおいでよ

 1 月18日(土)

午前 9 時30分～　

　　　　11時30分

場　ばんげ保育所

問　TEL 83－3202

「寒くなんかないよ！」

そり乗りや、大きな雪だるまなどを作って、

雪あそびを楽しみましょう!!

○雪あそびができる服装でおいでください。

○悪天候の場合は、お遊戯室で遊びます。

入園前のお子さん

幼稚園に

遊びに来てね

 1 月24日(金)

午前 9 時30分　　

　　　～午後 1 時

幼稚園の友だちと一緒

にお弁当を食べましょ

う。　　　　　　　　

場　坂下南幼稚園

　　坂下東幼稚園では、

　　それぞれの地区の

　　お子さんを受け入

　　れます。

問　坂下南幼稚園

　　TEL 83-2410

　　坂下東幼稚園

　　TEL 83-8590

対　町内在住の未就園のお子さんです。

期　今年度最後の園開放になります。

≪注意事項≫

○ご家族の方の付き添いをお願いいたしま

　す。

○動きやすい服装でおいでください。

○おやつや玩具は持ってこないでください。

行政書士会

による相談会

 2 月 6 日(木)

午前 9 時30分～正午 

場  老人福祉センター

問  TEL 83-2837

官公署に提出する書類等の提出方法などの相

談に応じます。

弁護士による

無料法律相談会

 2 月14日(金)

午前10時～午後 3 時

場  老人福祉センター

問  TEL 83-2837

毎日の生活の中での心配ごと、悩みごとなど、

お気軽にご相談ください。

前日までお申込みください。

こころの健康相談

 1 月26日（日）

 2 月16日（日）

 3 月16日（日）

午後 2 時～ 4 時まで

場　健康管理センター

問　TEL 83-1000

対　町民で相談を希望する人

内　私たちは誰でもいろいろな悩みやストレ

　　スをかかえているものです。あなた自身、

　　家族のためにも一人で悩まず、ご相談し

　　てください。

　　自分のこと、家族のことなんでも結構で

　　す。

期　予約制になりますので、事前にご連絡く

　　ださい。竹田綜合病院の臨床心理士がお

　　話をお聞きします。秘密は厳守します。

費　相談は無料です。

場＝場所　問＝問い合わせ　内＝内容　期＝申込期日　費＝参加費　対＝対象者　持＝持参物
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町税に係る延滞金等の利率が変わります

医療費の返還請求について
国民健康保険を脱退（資格喪失）後、国民健康保険の保険証を使って医療機関を受診された方に対

して、保険負担分の金額について返還をしていただきます。

返還請求とは？

医療機関を受診した場合、保険負担分（病院の窓口で払う自己負担

分以外の金額）は、その時に加入している健康保険で負担すること

になります。国民健康保険（以下、国保という）の資格を喪失後に

国保の保険証を使って医療機関を受診した場合、保険負担分はその

時に加入している健康保険が負担するべきものですが、国保の保険

証を使っているため、国保に請求されます。しかし、本来、国保で

負担すべきものではない（不当給付）ため、ご本人様に返還していただくというものです。

対象者には世帯主様宛に、役場から返還請求通知・返還額明細・納付書を送付します。

手続きについて

返還請求通知が届きましたら、同封の納付書により、納付期限までに町内の金

融機関（ゆうちょ銀行を除く）で納付をお願いします。

納付後は、対象の期間に加入していた健康保険に療養費の申請をすることで、

返還額と同額の支給を受けることができます。

注）対象者が当時妊産婦の方の場合

会津坂下町の国民健康保険では、妊娠 12 週となった日の属する月から、分娩の日の属する月まで 10
割給付（窓口負担 0 割）となっているため、返還請求額は 10 割の金額となりますが、療養費の請求

によって給付される金額は法定給付分の 7 割（若しくは各保険者ごとの給付割合）となりますので、

返還額の全額が給付されるとは限りません。

国保脱退の手続きが遅れると、保険証が手元にあるため、うっかり使ってしまう場合があります。

国保から他の健康保険に加入された際は、速やかに届け出をしましょう。

また、保険証は、脱退手続きの際に役場にお持ちいただくか、ハサミで切るなど、ご自分で責任をも

って処分してください。

町税等が納期限を過ぎて納付された場合には延

滞金が加算されます。1000 円未満の場合や、100
円未満の端数があるときは切り捨てにより計算さ

れます。平成２６年１月１日から、国税における

延滞金の見直しに合わせて、地方税等の延滞金等

の利率が右のとおり引き下げられます。

現行利率 改正後の利率

延滞金の利率 14.6％
9.2％

(特例基準割合+7.3％)

納期限の翌日から

１ヶ月を経過する日

までの延滞金の利率

4.3％
2.9％

(特例基準割合+1.0％)

【問い合わせ先　生活部　保険年金班（④番窓口）　TEL 84－1501】



21

1 月の保健ガイド
会津坂下町健康管理センター　☎83－1000

１月14日(火) ～２月14日(金)までの情報をお知らせします。

町の人口と世帯（12月１日現在）

人　口………16,660人（－31）

　男　………  7,964人（－17）

　女　………  8,696人（－14）

世帯数………  5,410戸（－  5）

今月の納税 【納期限１月31日(金)】

●町県民税　　　　●介護保険料

●国民健康保険税　●住宅使用料

●児童福祉負担金　●後期高齢者保険料

●上･下水道･農業集落排水使用料

【休日の水道修理当番】
（１/14 ～２/14）

1/19日・26日

会津メンテ　TEL 27-4151

2/2日・9日・11火

八ツ橋設備　TEL 27-3925

11/21 ～ 12/20届出分

戸籍の窓口

お誕生おめでとう

ごめい福をお祈りします

※　掲載を希望されない方は 「戸籍
　の届書」 を提出する際に、戸籍の
　担当に申し出てください。 

地　区　　　名　前� （保護者）
　原� 大　竹　　　侑

ゆき

�（邦��佳）
新栄町� 二　瓶　未

み

　悠
ゆ

�（浩��之）
新開津� 遠　藤　乃

の

　愛
あ

�（勝��弘）
長　井� 佐　藤　叶

かな

　翔
と

�（���龍���）
柳　町� 広　瀬　佳

か

　夢
のん

�（正��人）
古坂下� 佐　藤　由

ゆい

　琉
る

�（良二郎）
上　町� 菅　　　健

けんたろう

太郎�（健��男）

緑　町� 湯　浅　カ　ツ�（81歳）
青　木� 佐　藤　辰　男�（85歳）
立　川� 二　瓶　一　夫�（81歳）
五　香� 青　栁　正　市�（93歳）
金　上� 成　田　春　美�（57歳）
新　町� 本　田　信　子�（59歳）
緑　町� 井　上　文　雄�（91歳）
古坂下� 渡　辺　ミサ子�（88歳）
勝　方� 二　瓶　太江子�（93歳）
八日沢� 波田野　フヂ子�（85歳）
塔寺二� 荒　堀　冨士男�（86歳）
八日沢� 武　藤　悦　子�（78歳）
海老沢� 佐　藤　八千代�（87歳）
　窪� 兼　子　クラノ�（87歳）
鉄砲町� 小　椋　ハ　マ�（90歳）
福　原� 五十嵐　ヤヨイ�（92歳）
気多宮� 佐　藤　幸　次�（59歳）
桜木町� 宮　下　昭　二�（86歳）
立　川� 江　花　キ　サ�（90歳）
牛　沢� 薄　　　嘉　明�（78歳）
津　尻� 上　野　　　明�（83歳）
古坂下� 髙　橋　　　優�（82歳）
大　村� 渡　部　二　郎�（83歳）

乳幼児健康診査
場 所 会津坂下町健康管理センター
持 参 品 母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳
受付時間 午後 1時～1時 30分

事 業 名 月 日 対 象 者

4か月児 2 月 4 日(火)
平成 25 年 9 月 15 日

～平成 25 年 10 月 14 日生

10 か月児 1 月 21 日(火) 平成 25 年 2・3 月生

1歳 6 か月児 1 月 16 日(木) 平成 24 年 6・7 月生

乳幼児健康

・栄養相談
2 月 14 日(金)

月齢・年齢は問いません。育児につ

いての相談を希望する方。

離乳食教室
2 月 14 日(金)

午後2時30分～

平成 25 年 5 月 15 日

～平成 25 年 7月 14 日生

休日救急診療当番

※ 変更になる場合があります。

1 月 26 日(日) 佐藤整形外科医院 ☎83-1155

2 月 2 日(日) 平野医院 ☎83-2243

2 月 9 日(日) 荒井医院 ☎83-2224

2 月 11 日(火) 遠山眼科医院 ☎83-2011

救 急 病 院

坂下厚生総合病院 ☎ 83-3511

県医師会のホームページでも確認できます。

http://www.e-sense.ne.jp/~ken-ishikai/

【役場周辺】 【学校等における測定結果(12月 9 日）】
ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ／時

年 月 数値 調査地点 数値 調査地点 数値

12月 1日 0.090 坂下東小学校 0.110 坂下東幼稚園 0.110

11月 1日 0.090 坂下南小学校 0.117 坂下南幼稚園 0.110

10月 1日 0.093 坂下中学校 0.088 ばんげ保育所 0.070

9 月 1 日 0.100 えくぼ遊育園 0.121

8 月 1 日 0.092 ▼問い合わせ先 放射能対策室 TEL84-1527
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町内の保育所・幼稚園・小学校・
中学校から、子どもたちの学校
での様子をお伝えします！

　12月13日、ばんげ保育所でクリスマス会が開催されました。児童たちは、サンタさんがくるのを楽しみにし

ており、サンタさんが登場すると満面の笑顔で手を振りあいさつをしました。

　練習してきたジングルベルのダンスを披露した後、児童たちはサンタさんへの質問で｢なんでベルトをしてい

るんですか？、トナカイは今日はいないの？、なんでソリでくるの？｣等など面白い質問がたくさん飛び交いま

した。

　クリスマス会の最後には、0歳児にはお絵かきカード、1歳児には積木、2歳児には絵合わせカード、３歳児

にはパズルがサンタさんから直接手渡され、サンタさんに緊張している児童や元気よくあいさつする児童など

様々な表情がありました！

　お昼にはクリスマス特別メニューが用意され、児童たちはうれしそうに笑みをうかべていました。


